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【誤訳訂正書】
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【誤訳訂正１】
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【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オーディオ信号における特段のラウドネス特性を制御する方法であって、
　該特段のラウドネス特性とは、周波数と時間の関数としての感知音量の指標である特定
ラウドネス、又は、２次的な干渉性のあるサウンドの存在下で周波数と時間の関数として
の信号の感知音量の指標である部分特定ラウドネスであり、該方法は、
　目標特定ラウドネスを取得するステップと、
　前記オーディオ信号の特段のラウドネス特性と前記目標特定ラウドネスとの差を縮める
ために、前記オーディオ信号を修正するのに有用な周波数に依存する修正パラメータを導
き出すステップと、
　ａ）前記オーディオ信号の特段のラウドネス特性と前記目標特定ラウドネスとの差を縮
めるために、前記修正パラメータを該オーディオ信号に適用するステップと、
　ｂ）前記オーディオ信号の特段のラウドネス特性と前記目標特定ラウドネスとの差を縮
めるために、時間的に及び／又は空間的に分離して前記修正パラメータを前記オーディオ
信号に適用するように、前記修正パラメータと前記オーディオ信号を伝達又は保存するス
テップと、
　を具備することを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記取得するステップでは、前記オーディオ信号及び前記目標特定ラウドネス又は該目
標特定ラウドネスを代理するものを、伝達系から受け取り又は保存媒体から複製し、前記
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導き出すステップでは、前記前記目標特定ラウドネス又はそれを代理するものから前記修
正パラメータを導き出すことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　オーディオ信号の特段のラウドネス特性を制御する方法であって、
　該特段のラウドネス特性とは、周波数と時間の関数としての感知音量の指標である特定
ラウドネス、又は、２次的な干渉性のあるサウンドの存在下で周波数と時間の関数として
のオーディオ信号の感知音量の指標である部分特定ラウドネスであり、該方法は、
　前記オーディオ信号を修正するための周波数に依存する修正パラメータであって、目標
特定ラウドネスから導き出された、修正パラメータと、
　前記オーディオ信号とを、伝達系から受け取り又は保存媒体から複製するステップと、
　前記オーディオ信号の特段のラウドネス特性と前記目標特定ラウドネスとの差を縮める
ために、受け取った前記修正パラメータに応答して、前記オーディオ信号を修正するステ
ップと、
　を具備することを特徴とする方法。
【請求項４】
　前記目標特定ラウドネスは、前記オーディオ信号の関数ではないことを特徴とする請求
項１乃至請求項３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記修正するステップ又は前記導き出すステップは、前記方法の外部源から目標特定ラ
ウドネスを受け取るステップを含むことを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記修正するステップ又は前記導き出すステップは、特定ラウドネス及び／又は部分特
定ラウドネスを明示的に計算する処理を含むことを特徴とする請求項４又は請求項５に記
載の方法。
【請求項７】
　前記修正するステップ又は前記導き出すステップは、特定ラウドネス及び／又は部分特
定ラウドネスを黙示的に計算する処理を含むことを特徴とする請求項４又は請求項５に記
載の方法。
【請求項８】
　前記処理は、本質的に特定ラウドネス及び／又は部分特定ラウドネスを決定するような
ルックアップテーブルを採用する採用することを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　特定ラウドネス及び／又は部分特定ラウドネスは、前記処理で採用された閉形式の数学
表現で本質的に決定されることを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記目標特定ラウドネスは、時間的に不変であり周波数的に不変であることを特徴とす
る請求項４乃至請求項９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記目標特定ラウドネスは、時間的に不変であることを特徴とする請求項４乃至請求項
９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記目標特定ラウドネスは、前記オーディオ信号の関数又は前記オーディオ信号の指標
の関数であることを特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記オーディオ信号の指標は、前記オーディオ信号の特定ラウドネスであることを特徴
とする請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記オーディオ信号の関数又は前記オーディオ信号の指標の関数は、オーディオ信号又
はオーディオ信号の指標の１以上の圧伸であることを特徴とする請求項１２又は請求項１
３に記載の方法。
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【請求項１５】

【請求項１６】
　前記圧伸は、少なくとも一部は、好ましい複数帯域音量と前記オーディオ信号の複数帯
域音量との比により定められることを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記圧伸は、以下のような関係で、Ｌｏ［ｂ，ｔ］／Ｌｉ［ｂ，ｔ］として表現でき、

【数１】

【請求項１８】
　Ｌｏ［ｂ，ｔ］は、Ｌｉ［ｂ，ｔ］の関数であることを特徴とする請求項１７に記載の
方法。
【請求項１９】
　Ｌｉ［ｂ，ｔ］の関数としてのＬｏ［ｂ，ｔ］は、下記のように表現することができ、
　　 Ｌｏ［ｂ，ｔ］＝ＤＲＣ｛Ｌｉ［ｂ，ｔ］｝
　ここで、ＤＲＣ｛｝は、Ｌｉ［ｂ，ｔ］からＬｏ［ｂ，ｔ］ヘの写像するダイナミック
レンジ関数であることを特徴とする請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　Ｌｉ［ｂ，ｔ］は、前記オーディオ信号の前記特定ラウドネスの時間的に平滑化したも
の及び／又は周波数的に平滑化したものであることを特徴とする請求項１７に記載の方法
。
【請求項２１】
　前記方法は、前記修正するステップ又は、前記修正パラメータを生成する応用例又は、
目標特定ラウドネスが、前記感知されたオーディオスペクトル又は干渉性信号の存在下で
感知されたオーディオスペクトルが異なった特定ラウドネスの圧伸の値に対して異なる値
となることができるオーディオ信号に対応する、ダイナミックレンジ制御として有用であ
ることを特徴とする請求項１６乃至請求項２０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２２】
　前記ダイナミックレンジ関数は、各帯域に適用した平均変化がすべての帯域で実質的に



(4) JP 2008-518565 A5 2008.12.18

等しいとき、各帯域に適用した短期変化が帯域間で独立に変化するよう各帯域の音量を制
御することを特徴とする請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　Ｌｉ［ｂ，ｔ］の関数としてのＬｏ［ｂ，ｔ］は、下記のように表現することができ、
【数２】

【請求項２４】
　前記方法は、前記修正するステップ又は、前記修正パラメータを生成する応用例又は、
目標特定ラウドネスが、前記感知されたオーディオスペクトル又は干渉性信号の存在下で
感知されたオーディオスペクトルが異なった特定ラウドネスの圧伸の値に対して、前記オ
ーディオ信号の感知されたオーディオスペクトルの圧伸と実質的に同じ値となることがで
きるオーディオ信号に対応する、ダイナミックレンジ制御として有用であることを特徴と
する請求項２２又は請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記特定ラウドネスは、好ましいスペクトル形状の指標の前記オーディオ信号のスペク
トル形状の指標に対する比で圧伸されることを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項２６】
　前記方法は、オーディオ信号の感知されたスペクトルを時間的に変化する感知されたス
ペクトルから時間的に変化しない感知されたスペクトルへと変換することを特徴とする請
求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
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【請求項２８】
　前記パラメータβは前記方法の外部源により選択又は制御されることを特徴とする請求
項２７に記載の方法。
【請求項２９】
　前記外部源は、前記方法のユーザであることを特徴とする請求項２８に記載の方法。
【請求項３０】
　前記方法は、前記修正するステップ又は、前記修正パラメータを生成する応用例又は、
前記目標特定ラウドネスが、感知されたオーディオスペクトル又は干渉性信号の存在下で
の感知されたオーディオスペクトルが異なった特定ラウドネスの圧伸の値に対して異なる
値となることができるオーディオ信号に対応する、ダイナミックイコライザーとして有用
であることを特徴とする請求項２５乃至請求項２９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項３１】
　前記オーディオ信号の複数帯域音量は、前記オーディオ信号をクリティカル帯域に分割
し前記クリティカル帯域のいくつかについて周波数平滑化することにより、概算すること
を特徴とする請求項１５乃至請求項３０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項３２】
　特定の帯域ｂで複数帯域音量の帯域平滑化したもの、すなわちＬ［ｂ，ｔ］は、全帯域
ｃでの畳み込み積算として以下のように表現され、
【数３】

　ここで、Ｎ［ｂ，ｔ］は、前記オーディオ信号の特定ラウドネスであり、Ｑ（ｂ－ｃ）
は前記平滑フィルターの帯域シフトした応答であることを特徴とする請求項３１に記載の
方法。
【請求項３３】
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　前記１以上の平滑化は、下式の関係で特定ラウドネスを圧伸する時間的に変化し周波数
的に変化しないスケールファクタを含み
【数４】

【請求項３４】
　前記圧伸は、少なくとも一部は、好ましい広帯域音量と前記オーディオ信号の広帯域音
量との比により定められることを特徴とする請求項３３に記載の方法。
【請求項３５】
前記オーディオ信号の特定ラウドネスの関数における前記圧伸は、下式のような関係で、
Ｌｏ［ｂ，ｔ］／Ｌｉ［ｂ，ｔ］として表現でき、

【数５】

【請求項３６】
　Ｌｏ［ｔ］は、Ｌｉ［ｔ］の関数であることを特徴とする請求項３５に記載の方法。
【請求項３７】
　Ｌｉ［ｔ］の関数としてのＬｏ［ｔ］は、下式のように表現することができ、
　　 Ｌｏ［ｔ］＝ＤＲＣ｛Ｌｉ［ｔ］｝
　ここで、ＤＲＣ｛｝は、Ｌｉ［ｔ］からＬｏ［ｔ］ヘの写像するダイナミックレンジ関
数であることを特徴とする請求項３６に記載の方法。
【請求項３８】
　Ｌｉ［ｔ］は、前記オーディオ信号の前記特定ラウドネスの時間的に平滑化したもので
あることを特徴とする請求項３５に記載の方法。
【請求項３９】
　Ｌｉ［ｔ］は、前記オーディオ信号の長期音量の指標であることを特徴とする請求項３
５に記載の方法。
【請求項４０】
　Ｌｉ［ｔ］は、前記オーディオ信号の短期音量の指標であることを特徴とする請求項３
５に記載の方法。
【請求項４１】
　前記方法は、前記修正するステップ又は、前記修正パラメータを生成する応用例又は、
前記目標特定ラウドネスが、感知されたオーディオスペクトル又は干渉性信号の存在下で
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の感知されたオーディオスペクトルが前記オーディオ信号の感知されたオーディオスペク
トルの圧伸の値として異なった特定ラウドネスの圧伸の値又は異なった部分特定ラウドネ
スの圧伸の値に対して実質的に同じ値となることができるオーディオ信号に対応する、自
動ゲイン制御又はダイナミックレンジ制御として有用であることを特徴とする請求項３３
乃至請求項４０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項４２】
　前記スケールファクタは、前記オーディオ信号の関数又は前記オーディオ信号の指標の
関数であることを特徴とする請求項１５乃至請求項４１のいずれか１項に記載の方法。
【請求項４３】
　前記１以上の圧伸は、下式の関係の特定ラウドネスの圧伸を行う、時間的に変化せず周
波数的に変化するスケールファクタΘ［ｂ］を含み、
【数６】

【請求項４４】
　前記修正するステップ又は前記導き出すステップは、スケールファクタΘ［ｂ］を保存
するステップを含むことを特徴とする請求項４３に記載の方法。
【請求項４５】
　前記スケールファクタΘ［ｂ］は、前記方法の外部源から受け取ることを特徴とする請
求項４３に記載の方法。
【請求項４６】
　前記１以上の圧伸は、下式の関係の特定ラウドネスの圧伸を行う、時間的に変化せず周
波数的に変化しないスケールファクタαを含み、
【数７】

【請求項４７】
　前記修正するステップ又は前記導き出すステップは、スケールファクタαを保存するス
テップを含むことを特徴とする請求項４６に記載の方法。
【請求項４８】
　前記スケールファクタαは、前記方法の外部源から受け取ることを特徴とする請求項４
６に記載の方法。
【請求項４９】
　前記方法は、前記修正するステップ又は、前記修正パラメータを生成する応用例又は、
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前記目標特定ラウドネスが、感知されたオーディオスペクトル又は干渉性信号の存在下で
の感知されたオーディオスペクトルが前記オーディオ信号の感知されたオーディオスペク
トルの圧伸の値として異なった特定ラウドネスの圧伸の値又は異なった部分特定ラウドネ
スの圧伸の値に対して実質的に同じ値となることができるオーディオ信号に対応する、音
量制御として有用であることを特徴とする請求項４３乃至請求項４６のいずれか１項に記
載の方法。
【請求項５０】
　前記スケールファクタは、前記オーディオ信号の関数でも前記オーディオ信号の指標の
関数でもないことを特徴とする請求項４３乃至請求項４７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５１】
　前記修正するステップ又は、前記導き出すステップは、（１）特定ラウドネス、及び／
又は、（２）部分特定ラウドネス、及び／又は、（３）目標特定ラウドネスを明示的に計
算することを特徴とする請求項１乃至請求項５０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５２】
　前記修正するステップ又は、前記導き出すステップは、（１）特定ラウドネス、及び／
又は、（２）部分特定ラウドネス、及び／又は、（３）目標特定ラウドネスを黙示的に計
算することを特徴とする請求項１乃至請求項５０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５３】
　前記修正するステップ又は、前記導き出すステップ又は、前記生成するステップは、本
質的に（１）特定ラウドネス、及び／又は、（２）部分特定ラウドネス、及び／又は、（
３）目標特定ラウドネスを決定するルックアップテーブルを採用することを特徴とする請
求項５２に記載の方法。
【請求項５４】
　前記修正するステップ又は、前記導き出すステップ又は、前記生成するステップは、本
質的に（１）特定ラウドネス、及び／又は、（２）部分特定ラウドネス、及び／又は、（
３）目標特定ラウドネスを決定する閉形式の数学表現を採用することを特徴とする請求項
５３に記載の方法。
【請求項５５】
　前記修正パラメータは時間的に平滑化されていることを特徴とする、請求項１乃至請求
項５４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５６】
　前記修正パラメータは、前記オーディオ信号の周波数帯域に関する複数の振幅スケール
ファクタを具備することを特徴とする請求項５５に記載の方法。
【請求項５７】
　前記複数の振幅スケールファクタの少なくともいくつかは、時間的に変化することを特
徴とする請求項５６に記載の方法。
【請求項５８】
　前記修正パラメータは、１以上のフィルターを制御するためのフィルター係数を含むこ
とを特徴とする請求項５５に記載の方法。
【請求項５９】
　前記１以上のフィルターの少なくともいくつかは時間的に変化し、前記フィルター係数
の少なくともいくつかは時間的に変化することを特徴とする請求項５８に記載の方法。
【請求項６０】
　前記修正するステップ又は、前記導き出すステップ又は、前記生成するステップは、
　干渉性オーディオ信号の指標と、
　目標特定ラウドネスと、
　前記修正されたオーディオ信号の前記特定ラウドネス又は前記部分特定ラウドネスから
導き出された修正されていないオーディオ信号の特定ラウドネスの推定値と、
　前記修正されていないオーディオ信号の特定ラウドネスと、
　前記修正されたオーディオ信号の前記特定ラウドネス又は前記部分特定ラウドネスから
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導き出された目標特定ラウドネスの近似値と、
　のうちの１以上と独立であることを特徴とする請求項１乃至請求項５９のいずれか１項
に記載の方法。
【請求項６１】
　前記修正するステップ又は、前記導き出すステップは、少なくとも部分的には、
　干渉性オーディオ信号の指標と、
　目標特定ラウドネスと、
　前記修正されたオーディオ信号の前記特定ラウドネス又は前記部分特定ラウドネスから
導き出された修正されていないオーディオ信号の特定ラウドネスの推定値と、
　前記修正されていないオーディオ信号の特定ラウドネスと、
　前記修正されたオーディオ信号の前記特定ラウドネス又は前記部分特定ラウドネスから
導き出された目標特定ラウドネスの近似値と、
　のうちの１以上から修正パラメータを導き出すことを特徴とする、請求項１乃至請求項
５９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６２】
　前記修正するステップ又は、前記導き出すステップは、少なくとも部分的には、
（１）目標特定ラウドネスと、
　前記修正されたオーディオ信号の前記特定ラウドネスから受け取った修正されていない
オーディオ信号の特定ラウドネスの推定値と、
　のうちの１つと、
（２）前記修正されていないオーディオ信号の特定ラウドネスと、
　前記修正されたオーディオ信号の前記特定ラウドネスから導き出された目標特定ラウド
ネスの近似値と、
　のうちの１つと、
　から修正パラメータを導き出すことを特徴とする、請求項６１に記載の方法。
【請求項６３】
　前記修正するステップ又は、前記導き出すステップは、少なくとも部分的には、
（１）干渉性オーディオ信号の指標と、
（２）目標特定ラウドネスと、
　前記修正されたオーディオ信号の前記部分特定ラウドネスから導き出された修正されて
いないオーディオ信号の特定ラウドネスの推定値と、
　のうちの１つと、
（３）前記修正されていないオーディオ信号の特定ラウドネスと、
　前記修正されたオーディオ信号の前記部分特定ラウドネスから導き出された目標特定ラ
ウドネスの近似値と、
　のうちの１つと、
　から修正パラメータを導き出すことを特徴とする、請求項６１に記載の方法。
【請求項６４】
　前記方法は、前記特定ラウドネスを前記オーディオ信号から導き出すフィードフォワー
ド構成を採用し、前記修正するステップ又は前記導き出すステップが目標特定ラウドネス
を保存するステップを含むとき、前記目標特定ラウドネスを前記方法の外部源又は保存場
所から受け取ることを特徴とする請求項６２又は請求項６３に記載の方法。
【請求項６５】
　前記方法は、前記目標特定ラウドネスの近似値を前記修正されたオーディオ信号から導
き出すフィードフォワード／フィードバックのハイブリッド構成を採用し、前記修正する
ステップ又は前記導き出すステップが目標特定ラウドネスを保存するステップを含むとき
、前記目標特定ラウドネスを前記方法の外部源又は保存場所から受け取ることを特徴とす
る請求項６２又は請求項６３に記載の方法。
【請求項６６】
　前記修正するステップ又は前記導き出すステップは、それにより明示的又は黙示的に前
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記オーディオ信号の関数又は前記オーディオ信号の指標の関数を計算する目標特定ラウド
ネスを明示的又は黙示的に取得するための処理を含むことを特徴とする請求項６２又は請
求項６３に記載の方法。
【請求項６７】
　前記方法は、前記特定ラウドネスと目標特定ラウドネスとを前記オーディオ信号から導
き出すフィードフォワード構成を採用し、前記目標特定ラウドネスの導出は、前記オーデ
ィオ信号の関数又は前記オーディオ信号の指標の関数を採用することを特徴とする請求項
６６に記載の方法。
【請求項６８】
　前記方法は、前記目標特定ラウドネスの近似値を前記修正されたオーディオ信号から導
き出して、前記目標特定ラウドネスをオーディオ信号から導き出すフィードフォワード／
フィードバックのハイブリッド構成を採用し、前記目標特定ラウドネスの導出は、前記オ
ーディオ信号の関数又は前記オーディオ信号の指標の関数を採用することを特徴とする請
求項６６に記載の方法。
【請求項６９】
　前記修正するステップ又は前記導き出すステップは、それにより明示的又は黙示的に前
記オーディオ信号の逆関数又は前記オーディオ信号の指標の逆関数を計算する、前記修正
されたオーディオ信号に応答して前記修正されていないオーディオ信号の特定ラウドネス
の推定値を明示的又は黙示的に取得するための処理を含むことを特徴とする請求項６２又
は請求項６３に記載の方法。
【請求項７０】
　前記方法は、前記修正されていないオーディオ信号の特定ラウドネスの推定値と前記目
標特定ラウドネスの近似値とを前記修正されたオーディオ信号から導き出す、フィードバ
ック構成を採用し、特定ラウドネスの推定値を前記オーディオ信号の逆関数又は前記オー
ディオ信号の指標の逆関数を用いて計算することを特徴とする請求項６９に記載の方法。
【請求項７１】
　前記方法は、前記特定ラウドネスを前記オーディオ信号から導き出し、前記修正されて
いないオーディオ信号の特定ラウドネスの推定値を修正されたオーディオ信号から導き出
す、フィードフォワード／フィードバックのハイブリッド構成を採用し、前記推定値の導
出を前記オーディオ信号の逆関数又は前記オーディオ信号の指標の逆関数を用いて計算す
ることを特徴とする請求項６９に記載の方法。
【請求項７２】
　請求項１乃至請求項７１のいずれか１項に記載の方法のすべてのステップを実施するた
めの装置。
【請求項７３】
　請求項１乃至請求項７１のいずれか１項に記載の方法のすべてのステップをコンピュー
タに実行させるための、コンピュータ読取可能な媒体に保存されたコンピュータプログラ
ム。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７３】
　本発明のさらなる特徴によれば、修正されていないオーディオ信号及び、（１）修正パ
ラメータ、又は、（２）目標特定ラウドネス又は目標特定ラウドネスを代理するもの（例
えば、目標特定ラウドネスを、明示的又は黙示的に計算するのに使うことのできるスケー
ルファクタ）のどちらか一方を、例えば時間的に及び／又は空間的に分離した装置又は処
理において使用するために、保存又は伝達することができる。修正パラメータ又は、目標
特定ラウドネス又は、目標特定ラウドネスを代理するものは、例えば、上述の図１～４の
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フィードフォワード構成、フィードバック構成、及びフィードフォワードとフィードバッ
クのハイブリッド構成のうちの１つような、適切な方法で決定することができる。実際に
は、図１の例のようなフィードフォワード構成が、修正されたオーディオ信号に基づく計
算を避ける限りにおいて、最も簡単で速い。修正されていないオーディオと修正パラメー
タの伝達と保存の例を図５に示し、修正されていないオーディオと目標特定ラウドネス又
は目標特定ラウドネスを代理するものの伝達と保存の例を図６に示す。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７４】
　図５の例のような構成は、オーディオ信号への修正パラメータの適用とこのような修正
パラメータの生成とを時間的に及び／又は空間的に分離するために用いることができる。
図６の例のような構成は、修正パラメータの生成と適用の両方と、目標特定ラウドネス又
は目標特定ラウドネスを代理するものとを時間的に及び／又は空間的に分離するために用
いることができる。両方の構成形式により、修正パラメータの生成や目標特定ラウドネス
の生成における複雑さを避けた単純な低価格の再現又は受信構成が可能となる。図５の形
式の構成のほうが図６の形式の構成より簡単であるが、図６の構成は、保存又は伝達に必
要とされる情報がより少なく、特に、１以上のスケールファクタのような目標特定ラウド
ネスを代理するものが保存又は伝達されるとき、有利となる。このような、情報の保存と
伝達の削減は、低ビットレートのオーディオ環境で特に有用である。
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